
今
回
の
総
選

挙
の
特
徴
は
、

自
公
両
党
で
改

憲
議
席
の
３
分
の
２
を
割
っ
た
も
の
の
、

そ
の
補
完
政
党
で
あ
る
「
日
本
維
新
の
会
」

が
公
明
党
を
抜
い
て
４
倍
増
の
41
議
席
を

得
て
第
３
党
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
「
維

新
」
は
明
確
な
「
改
憲
政
党
」
で
す
。
こ

れ
で
国
会
は
社
会
保
障
、
憲
法
、
外
交
、

防
衛
政
策
な
ど
が
「
右
旋
回
」
す
る
危
険

性
が
深
ま
り
ま
し
た
。

国
民
生
活
の
疲
弊
を
岸
田
首
相
は
「
経

済
成
長
と
分
配
」
を
掲
げ
て
幻
想
を
振
り

ま
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
年
金
・
医
療
・

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
の
危
機
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
民
や
維
新
が
積
極
的
に
打
ち

出
し
た
「
国
防
強
化
」
路
線
で
あ
る
「
防

衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
」
や
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
保
有
」
論
や
「
尖
閣
防
衛
」
な
ど
、

外
交
よ
り
軍
事
に
傾
く
勇
ま
し
い
議
論
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
政
府
も
尖
閣
問
題
で

「
対
中
国
防
力
」
強
化
の
突
破
口
に
し
や

す
い
南
西
諸
島
の
自
衛
隊
基
地
強
化
、
米

軍
の
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
配
備
は
日
米
間
で

急
ピ
ッ
チ
で
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
強
行
可
決
し
た
「
土
地
規
制
法
」

は
こ
れ
ら
を
強
権
的
に
推
進
す
る
た
め
の

も
の
で
し
た
。

今
後
、
コ
ロ
ナ
第
６
波
が
く
れ
ば
私
権

制
限
の
立
法
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
強
制
が
企
て
ら

れ
ま
す
。

今
回
の
立
憲

野
党
の
選
挙
共

闘
は
政
権
交
代

に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
と
い
え
ま
す
。
来
年

７
月
に
は
参
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

し
て
参
院
選
後
に
は
消
費
税
増
税
の
世
論

工
作
が
再
開
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、
市
民
連
合
と

４
野
党
の
政
策
協
定
と
共
闘
は
、
国
会
で

の
論
戦
や
院
外
共
闘
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

今
後
も
野
党
共
闘
を
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
堅

持
し
、
立
憲
野
党
間
の
政
策
協
議
を
更
に

煮
詰
め
、
総
力
戦
の
準
備
が
必
要
で
す
。

総
選
挙
で
新

社
会
党
は
社
民

党
と
選
挙
協
定

を
結
び
支
援
し
ま
し
た
。
社
民
党
は
、
安

保
・
外
交
や
原
発
で
は
新
社
会
党
と
明
快

に
政
策
は
一
致
し
ま
す
。
今
回
、
社
民
党

は
比
例
票
を
伸
ば
し
１
０
０
万
票
台
に
乗

せ
ま
し
た
。
沖
縄
で
は
１
議
席
を
維
持
し

ま
し
た
。
新
潟
で
は
、
社
民
党
推
薦
で
新

社
会
党
も
尽
力
し
て
勝
利
し
た
無
所
属
・

米
山
隆
一
氏
を
支
え
て
今
後
、
国
会
で
連

携
し
ま
す
。

新
社
会
党
は
参
院
選
で
も
野
党
共
闘
を

前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
民
党
を
軸
と

し
た
比
例
の
共
同
で
、

右
傾
化
と
対
決
す
る

護
憲
派
の
闘
い
を
進

め
ま
す
。
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自公+維新で改憲議席３分の２以上占有

総
選
挙
で
初
め
て
の
立
憲
野
党
間
の
共
闘
に
よ
る
候
補
者
一
本
化
で
政
権
交
代
を

め
ざ
し
た
第
49
回
総
選
挙
は
、
自
民
党
は
議
席
を
減
ら
し
な
が
ら
も
、
単
独
で
絶
対

安
定
多
数
と
な
る
２
６
１
議
席
を
確
保
し
ま
し
た
。

立
憲
４
党
は
政
策
協
定
を
結
び
、
一
部
選
挙
区
で
は
自
民
党
有
力
候
補
者
に
勝
つ

な
ど
奮
闘
し
ま
し
た
が
、
「
れ
い
わ
新
選
組
」
を
除
き
、
総
じ
て
改
選
議
席
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

総
選
挙
後
の
国
政
の
「
右
傾
化
」
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
院
内
外
で
の
闘
い

の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
総
選
挙
を
立
憲
政
党
が
教
訓
化

し
、
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
を
軸
に
、
来
年
夏
の
参
議
院
選
挙
や
各
種
自
治
体
選

挙
に
生
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
を
院
内
外
で
強
め
、
２
０
２
２
年
参
議
院
選
挙
へ
！

危
険
な

維
新
の
躍
進

護
憲
派
共
同
の

参
議
院
選
を
！

野
党
と
市
民
の

共
闘
の
前
進
を
！

衆
議
院



■
民
意
切
り
捨
て
の
選
挙
制
度

衆
議
院
議
員
の
定
数
は
４
６
５

で
す
。
こ
の
選
挙
は
２
８
９
名
を

選
ぶ
小
選
挙
区
選
挙
と
１
７
６
名

の
比
例
代
表
選
出
議
員
（
政
党
選

択
）
を
選
ぶ
選
挙
が
併
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
選
挙
区
で
負
け
て
も

一
定
の
条
件
で
「
当
選
」
で
き
る

重
複
立
候
補
制
度
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立

制
」
こ
そ
大
き
な
問
題
点
で
す
。

小
選
挙
区
の
議
員
定
数
は
す
べ

て
１
名
で
す
。
そ
の
た
め
、
僅
か

な
差
（
１
票
で
も
）
で
当
選
者
が

決
ま
り
ま
す
。
当
選
者
が
僅
差
で

勝
利
し
た
場
合
に
、
別
の
候
補
者

に
投
票
し
た
方
の
意
思
は
「
死
票
」

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
衆
議
院
選

で
は
立
憲
民
主
党
に
投
票
し
た
64
・

２
％
の
票
が
「
死
票
」
に
な
り
ま

し
た
。
得
票
数
と
議
席
配
分
率
は

大
き
く
乖
離
し
、
民
意
が
反
映
し

な
い
選
挙
制
度
で
す
。

■
完
全
比
例
代
表
選
挙
に

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
民

意
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
「
完
全

比
例
代
表
制
」
が
最
適
で
す
。
比

例
代
表
制
で
は
、
各
政
党
が
獲
得

し
た
得
票
数
に
比
例
し
て
党
の
当

選
者
数
が
決
定
さ
れ
、
不
平
等
な

議
席
配
分
は
な
く
な
り
ま
す
。

参
議
院
は
定
数
２
４
８
で
す
。

任
期
は
６
年
で
す
が
、
３
年
ご
と

に
半
数
が
改
選
さ
れ
、
３
年
に
１

回
、
参
議
院
議
員
の
半
数
を
選
び

ま
す
。
そ
の
う
ち
選
挙
区
選
出
議

員
１
４
８
名
、
比
例
代
表
選
出
議

員
１
０
０
名
は
「
政
党
の
名
前
」

か
「
候
補
者
の
名
前
」
を
記
入
し

選
び
ま
す
。
複
数
の
議
席
を
獲
得

し
た
党
は
「
候
補
者
の
名
前
」
の

投
票
数
が
多
い
順
に
当
選
し
ま
す
。

■
高
い
供
託
金
で
立
候
補
を
制
限

こ
の
国
政
選
挙
制
度
に
は
別
の

根
本
的
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

高
額
な
供
託
金
と
政
党
要
件
が

な
い
と
容
易
に
選
挙
に
出
ら
れ
な

い
非
民
主
的
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
政
選
挙
に
立
候
補
す
る
た
め

に
は
、
衆
議
院
・
参
議
院
い
ず
れ

も
選
挙
区
で
３
０
０
万
円
、
比
例

区
で
６
０
０
万
円
と
い
う
高
額
の

供
託
金
が
必
要
で
、
し
か
も
得
票

数
が
法
定
得
票
以
下
の
場
合
は
供

託
金
は
没
収
さ
れ
ま
す
。

諸
外
国
で
は
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
な
ど
は

供
託
金
制
度
が
な
く
、
イ
ギ
リ
ス

は
約
８
万
円
、
カ
ナ
ダ
は
約
10
万

円
で
す
。
日
本
の
供
託
金
は
世
界

一
高
い
の
で
す
。
憲
法
44
条
は
、

国
会
議
員
の
立
候
補
資
格
に
つ
い

財
産
や
収
入
に
よ
る
差
別
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。
今
の
供
託
金
制
度

は
憲
法
違
反
と
い
え
ま
す
。

■
少
数
政
党
は
活
動
を
規
制

さ
ら
に
、
供
託
金
を
用
意
し
て

も
「
政
党
要
件
」
と
い
う
大
き
な

壁
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。
政
党

と
し
て
認
め
る
た
め
の
条
件
は
、

公
職
選
挙
法
を
は
じ
め
４
つ
の
法

律
で
諸
派
、
地
域
政
党
、
ミ
ニ
政

党
な
ど
の
政
治
団
体
を
政
党
と
し

て
認
め
る
た
め
の
厳
格
な
要
件
を

定
め
て
い
ま
す
。

政
党
と
は
国
政
選
挙
で
「
全
国

で
２
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
得
票
率

を
獲
得
」
し
た
か
「
５
名
の
国
会

議
員
の
存
在
」
の
ど
ち
ら
か
の
条

件
を
満
た
せ
ば
政
党
要
件
を
満
た

し
、
そ
う
で
な
い
政
党
は
選
挙
活

動
な
ど
が
差
別
化
さ
れ
ま
す
。

但
し
、
政
党
と
し
て
同
じ
よ
う

に
扱
わ
れ
る
「
確
認
団
体
」
方
式

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

参
議
院
選
挙
に
10
名
の
候
補
者
と

多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。
ま
さ

に
「
政
党
要
件
」
が
な
い
政
党
、

政
治
団
体
は
国
政
に
関
与
し
に
く

く
、
し
か
も
不
公
平
な
選
挙
制
度

で
差
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
意
が
反
映
す
る
制
度
に
変
え

ま
し
ょ
う
。
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衆議院「小選挙区制度」は非民主的

民
意
が
反
映
す
る
選
挙
制
度
へ

総
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
。
自

民
党
の
小
選
挙
区
で
の
得
票
率
は

48

・
４
％
で
し
た
が
65

・
４
％

（
議
席
占
有
率
）
の
１
８
９
議
席

を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
得
票

数
と
議
席
数
の
大
き
な
乖
離
が
あ

り
民
意
が
反
映
せ
ず
、
少
数
意
見

の
切
り
捨
て
の
選
挙
制
度
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
選
挙
資
金
が
な
け
れ

ば
立
候
補
で
き
な
い
高
額
の
供
託

金
制
度
、
政
党
と
し
て
国
が
認
め

な
い
と
選
挙
で
不
平
等
な
扱
い
を

受
け
る
関
係
法
な
ど
が
あ
り
、
改

正
が
必
要
で
す
。
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